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いや、そうではない。
植民地主義は不断に「進化」し、「リニューアル」されている。
「本土並み」になったはずの沖縄には依然として多くの基地が押しつけられ、
在日に対する差別には、戦後になって新たに生み出された部分も少なくない。
こうした構造的差別の裏には、アメリカの影もちらついている。
それに対して、植民地主義をひっくり返そうという世界的な動きもある。
こうした流れに棹さしつつ、「日本国」に今なお存在する
植民地主義を葬る手立てを、ともに考えてゆきたい。
ぜひともご参加を。

「植民地主義」は過ぎ去った昔の話なのか。

植民地主義を葬る時代
　　　　　　―沖縄・在日・日本国―

2010.12.11SAT   
open 13:20   start 13:30

@文京シビックホール3F会議室

と       き


